
令和５年度第２回
埼玉県多文化共生推進会議

令和６年２月７日（水）
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令和５年度第２回埼玉県多文化共生推進会議 次第

１ 開会

２ 議事

（１）埼玉県多文化共生推進プランの進捗状況について

（２）多文化共生を推進する人材（外国人お助けボランティア）フォローアップ調査結果について

（３）令和５年度外国人住民意識調査結果について

３ 閉会

日時：令和６年２月７日（水）１４：００～１５：３０
場所：オンライン（Zoom）

2



（１）埼玉県多文化共生推進プランの進捗状況について

基本指標： 多文化共生を推進する人材の育成数

目標値 ５，０００人（令和４年度～令和８年度の累計）

年度 育成数

令和４年度実績 1,173人

令和５年度見込 約1,100人

計（見込） 2,273人
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（２）多文化共生を推進する人材（外国人お助けボランティア）フォローアップ調査結果について

調査方法

期間：令和5年10月12日（月）～11月17日（金）

目的：研修受講者の外国人支援の活動状況の把握

対象：令和４年度に認定した外国人お助けボランティア 計680人

方法：電子申請システムフォームをメールで送付

回答者数

237人（約35％）
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年代 職業

⚫回答者属性

10代

0.4%

20代

2.5% 30代

3.8%

40代

12.7%

50代

27.8%60代

32.5%

70代

18.6%

80代

1.7% 学生

2.1%

会社員

16.0%

公務員

7.6%

自営業

6.8%

会社役員・

経営者

2.1%

パート・アルバイト

23.2%

専業主婦・主

夫

14.8%

無職

22.4%

その他

5.1%

※回答比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記載しており、合計が 100％にならない場合があります。
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⚫受講前と比べた外国人との交流や

多文化共生への関心度について

⚫ 外国人との交流やボランティア活動等への

参加状況

参加している／

参加した

51.1%

参加予定

3.0%

機会があれば

参加したい

39.7%

参加できない

6.3%

参加実績あり、予定あり、

参加意欲ありが93.7%

受講前から関心が高い

72.2%

関心が高くなった

21.9%

関心が低くなった

1.7%

わからない

4.2%

年代別に見ると、活動に参加している／参加予定の回答者の割合は

70代で72.7%、60代が61.0%で60～70代は特に活動参加率が高い。
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⚫ 今後の活動の見込み

※交流や活動に参加している／参加した／参加予定の回答者のみの設問

今後もぜひ積極的に活動したい

76.6%

機会があれば活動したい

23.4%

⚫活動頻度

週に１回以上

57.8%
月に１回以上

18.0%

半年に１回以上

3.9%

１年に１回以上

3.1%

単発（イベント等）

14.1%

その他

3.1% 毎日 など
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地域の日本語教室等でのボランティア

国際交流イベント

身近な外国人への声がけ

やさしい日本語の活用

日常生活の困りごとの支援、相談相手

その他

⚫活動内容（複数回答可）

⚫ 感想、交流・ボランティアを行った相手からのコメント

※交流や活動に参加している／参加した／参加予定の回答者のみの設問

• 身近な外国人への声がけなどをしており、「ごみの分類方法

を教えてもらって助かる」と言われることが多い。

• 職場で外国人の方と話す機会が多いため「やさしい日本語」

で話すよう心がけており、相手からの反応も良い。

• 寄席や趣味のイベントに誘ったり、日本企業の習慣に答えた

りしていて「日本がだんだんわかってきて精神的に楽になっ

た」と言われた。

• 地域の日本語教室等でのボランティアをしているが、日本語

がわからず日本語教室でしか話せなかった子が、友達ができ

て学校生活を楽しんでいる様子を見ると嬉しくなる。

• 日本語教室で、日本語だけでなく料理や絵本などを通して日

本文化に触れてもらっている。「日本人の話していることの

意味がわかるようになった」と喜ばれている。

• ホームステイ受入れ
• 観光通訳ボランティア
• 難民家族の生活支援

など

人

参加実績あり、
予定ありのうち

60.9%が地域の

日本語教室で活動
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交流や活動を行うための時間がない

参加したい活動の条件が合わない

活動に関する情報がない

周囲に外国人がいないなど機会がない

一人で活動する／活動に参加するのは気お

くれする

言葉の壁やコミュニケーションに不安を感

じる

その他

⚫活動できない理由（複数回答可）

※活動に参加していない／参加できない回答者のみ

• 参加に費用負担がかかる
• 自信がない

⚫交流や活動参加、継続のためにあれば

良いと思うもの （複数回答可）
人

191 

132 

98 

91 

6 

22 

0 50 100 150 200

ボランティア団体／活動／イベントに

関する情報提供

外国人支援に役立つ研修

他のボランティアの活動事例等の情報

提供

多言語アプリやツールの情報提供

特になし

その他

• 地域の外国人の悩みや相談等の
情報共有

• 日本語学習のためのオンライン
ツールへの補助

• 公共施設利用の無償化

人
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⚫来年度に向けて

⚫ 研修参加者獲得及び活動参加につながる人材をさらに獲得するため、幅広い層に呼びかける。

⚫ 若い世代の多文化共生を推進する人材育成に向けた手段を検討する。

⚫ 研修参加者を活動参加につなげるため、多文化共生ボランティア登録システムへの登録を勧奨する。

【多文化共生ボランティア登録システム】

• 研修参加者のみ登録可能なシステム。

• 登録者に対して、メールでボランティア
募集やイベントの情報を配信する。

• 配信されるのは市町村、国際交流協会
やNPO等からの情報。
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（３）令和５年度外国人住民意識調査結果について

調査方法

期間：令和5年10月2日（月）～令和5年11月30日（木）

対象：埼玉県内在住の外国人住民

方法：電子メール、郵送、電子申請による調査

市町村窓口、埼玉日本語ネットワークで日本語教室、

留学生推進協議会、埼玉県経営者協会等に周知協力依頼（無作為抽出ではない）

言語：やさしい日本語、英語、中国語

回答者数

683名（63の国と地域）
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〇回答者属性

出身国 母語

※回答比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記載しており、合計が 100％にならない場合があります。

職業

アジア

（77.3%）

ヨーロッパ

（5.8%）

中南米

（5.6%）

北米

（4.3%）

アフリカ

（2.5%）
オセアニア

（2.4%） 中東

（2.2%）

仕事をしている

280人

（40.8%）

学生

276人

（40.2%）

主婦・主夫

94人

（13.7%）

その他

37人

（5.4%）

中国語

259人

（36.2%）

英語

103人

（14.4%）

ベトナム語

67人

（9.4%）

ネパール語

29人

（4.1%）

タガログ語

27人

（3.8%）

スペイン語

21人

（2.9%）

シンハラ語

20人

（2.8%）

その他

189人

（26.4%）
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○やさしい日本語について

・行政機関からの文書をどの言語で読みたいですか。・やさしい日本語を知っていますか。

知っている 460人

（67.5%）

知らない

221人 （32.5%）

やさしい日本語

206人

（29.5%）

普通の日本語 192人

（27.5%）

英語

182人

（26.1%）

機械翻訳

した母語

118人

（16.9%）

※別の設問で行政機関からの文書については

70.3％が「とても難しい」「難しい」と回答
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4.3%

10.3%

13.3%

21.9%

32.2%

44.2%

54.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

相談をしていやな気持ちになったことがある

行政機関の場所と電話番号がわからない

メールやLINE、オンラインで相談できない

行政機関でどこの窓口に相談したらいいかわからない

行政機関の職員が話す日本語が難しい

英語や母語で相談できない

○行政機関への相談について

・困った時に行政機関に相談しにくいと思うことはありますか。 相談しにくいと思う理由（複数回答可）

やさしい日本語を「知っている」回答者のうち行政機関に相談しにくい →32.0%

やさしい日本語を「知らない」回答者のうち行政機関に相談しにくい →42.1%

いいえ

273人

（40.3%）

はい

241人

（35.6%）

行政機関に

相談する

必要がない

163人

（24.1%）
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○生活で困っていることについて（複数回答可）

15.4%

6.6%

6.2%

11.3%

11.7%

15.9%

19.2%

20.6%

23.2%

32.5%

32.6%

36.1%

38.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特にない

その他

家族との関係

住まい

在留資格

子育て・教育

地域の生活のルール

仕事

年金

医療・介護

日本人とのつきあい

税金

日本語で話す・書くことができない
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○地域で生活する時に日本人にしてほしいことについて（複数回答可）

7.3%

1.0%

33.1%

38.9%

41.8%

41.9%

44.0%

45.9%

50.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

望むことはない

その他

行政機関への申請や手続きを手伝ってほしい

外国人の文化や慣習を理解してほしい

外国人について先入観を持たないでほしい

日本や地域の生活のルールを教えてほしい

国際交流のイベントや地域のお祭りで交流したい

外国人にたくさんあいさつや声かけをしてほしい

日本語を教えてほしい
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○自由記述

・外国人が日本や地域のルールを理解するためには、どうしたらいいと思いますか。

⚫ やさしい日本語と絵や図を使った説明が増えれば、外国人住民は日本や地域のルールをもっと理解しやすく

なると思う。

⚫ 外国人が守ることができていないルールを例示してほしい。

⚫ 日本人には当たり前だけれど、外国人が知らないルールのポスターを設置する。

⚫ 外国人住民も自治会などとの結びつきがあれば、地域の生活に適応したり、隣人からルールなどを学ぶこと

ができると思う。

⚫ 日本語の練習がしたいので、日本人の友達を作りたい。日本人はもっと親しみやすくなってほしい。

⚫ 日本人と一緒に料理を作ったり話をしたりする機会を作ってほしい。

⚫ 外国人もボランティアとして、母国の人達が気持ちよく生活できる力になれたら嬉しいと思う。外国人を対象に

多言語で翻訳・通訳をするボランティアを募集したらどうか。
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